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　投資家の皆様には平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

　当連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善により緩やかな回復基調で推移したものの、アジア新興国経
済の減速や英国のＥＵ離脱問題、米国の新政策動向に関する懸念など、依然として先行き不透明な状況が続いております。
　このような事業環境のもと、当社グループでは、Ｍ＆Ａの積極推進により事業規模拡大を目指しており、当社は、平成28年８月
31日付にてイエリデザインプロダクツ株式会社より、横ニット事業（企画及び販売事業）を事業譲受し「イエリデザイン事業部」
としております。
　これらの結果、当連結会計期間の業績は、売上高74億88百万円（前期比0.5％増）、営業利益は86百万円（前期比6.6％増）、経
常利益は１億８百万円（前期比40.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は86百万円（前期比115.3％増）となりました。

　このような状況のもとにあって当社グループは、中期目標に基づき、「既存事業の効率化」「人的基盤の強化」「新規開発・Ｍ＆
Ａ」を推進することにより、今後も安定的な利益確保を目指してまいります。

　投資家の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援、ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

代表取締役社長　大西雅美
平成29年６月
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売上高合計

7,488百万円

連結財務諸表

連結貸借対照表 連結キャッシュ・フロー計算書
当連結会計

年度末
平成29年3月31日

前連結会計
年度末

平成28年3月31日

流動資産 3,503 3,955

固定資産 957 1,045

資産合計 4,460 5,001

流動負債 1,568 1,824

固定負債 69 135

負債合計 1,638 1,959

純資産合計 2,821 3,041

負債・純資産合計 4,460 5,001

（単位：百万円） （単位：百万円）

当連結会計年度
平成28年4月1日～
平成29年3月31日

前連結会計年度
平成27年4月1日～
平成28年3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 120 89

投資活動によるキャッシュ・フロー 19 △172

財務活動によるキャッシュ・フロー △459 △84

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △326 △170

現金及び現金同等物の期首残高 815 985

現金及び現金同等物の期末残高 488 815

セグメント情報

寝装事業

セグメント別
売 上 高 比 率 8.3 ％

売 上 高 621 百万円

寝装事業は、ギフト販売は前年を上回りましたが、
量販店・専門店取引ともに売上が落ち込みました。
利益面では、粗利率の改善と販管費の見直しによ
り営業利益は改善しました。この結果、売上高
６億21百万円（前期比8.5％減）、営業利益は31
百万円（前期比7.6％増）となりました。

意匠撚糸事業

セグメント別
売 上 高 比 率 29.2 ％

売 上 高 2,187 百万円

意匠撚糸事業は、
既存事業の国内大
手アパレル向け販
売が落ち込み売上
は減少しました
が、中国市場は好

調に推移、さらに、事業譲受したイエリデザイン
事業部が売上高・営業利益に寄与いたしました。
この結果、売上高21億87百万円（前期比13.8％
増）、営業利益は２億円（前期比82.6％増）とな
りました。

和 装 事 業 は、 既
存事業の専門店・
百貨店取引とも
に売上が落ち 込
みましたが、平
成27年８月に事
業譲受した株式会
社吉利が売上に寄
与いたしました。

株式会社吉利における粗利率の低下と販管費が増
加し、この結果、売上高22億43百万円（前期比
3.9％増）、営業利益は６百万円（前期比87.6％
減）となりました。

和装事業

セグメント別
売 上 高 比 率 29.9 ％

売 上 高 2,243 百万円

洋装事業は、婦人服の専門
店・百貨店取引、ベビー子
供服の専門店・量販店取引、
ともに個人消費の冷え込み
の影響を受け売上は落ち込
みました。利益面では、粗
利率の改善と販管費等の削
減により営業利益は改善し

ました。この結果、売上高24億31百万円（前期
比9.5％減）、営業利益は４百万円（前期は営業損
失18百万円）となりました。

洋装事業

セグメント別
売 上 高 比 率 32.5 ％

売 上 高 2,431 百万円

その他

セグメント別
売 上 高 比 率 0.1 ％

売 上 高 5 百万円



トピックス

　この度、代表取締役という大役を仰せつかることになりました大西雅美でございます。

　前任の井澤代表取締役が粉骨砕身され、ここまで成長した堀田丸正株式会社をお引き受け

するのは、身の引き締まる思いがいたします。今後は現場の意見を積極的に取り入れ、私な

りのアプローチで当社の発展に寄与したいと思っております。さて当社はご案内のとおり、

「意匠撚糸」「洋装」「和装」「寝装」の４つの事業領域を展開しております。マーケットの急激

な変化の中で、それぞれの事業が独自の成長を遂げるべく、常に新たなチャレンジを積み重

ねることで形を変えて、新たな成長路線を描き続けてくように「正しい方向づけ」「経営資源

の最適配分」を実践することでステークホルダーの皆様の期待に応えるようにしてまいります。

　今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

  代表取締役就任のご挨拶

　アパレル事業部から杉本彩ディレクションのブランド「“Dear Elsa Elegancia”」

ショップ展開を開始。

　好感度・高品質・安心感・着心地を求める大人の女性に向けて、スタイルに対する

ニーズを的確に表現できるシルエットを実現し、華やかで女性らしいイメージを持ち

ながら、日常でも着られるワンピースドレスを中心としたブランドで、「上品さ」・「知的さ」・「女らしさ」

を軸に年齢とともに気になるスタイルをカバーしながら、美しいボディラインを演出するスタイリング

を提案しております。

　今後の展開は都内の専門店での商品展開開始から、都内百貨店での期間限定のショップ展開や、「杉

本彩のトークショー」を開催するなど、百貨店、専門店での拡販を行っていきます。

  アパレル事業部新ブランド展開開始

  当社グループ堀田（上海）貿易有限公司「スピンエキスポ上海」に出展
　2月28日～3月2日、堀田（上海）貿易有限公司は、「第29回スピンエキスポ上海」に出展い
たしました。
　この展示会は、中国上海にて開催される国際的なニット素材、ニットウェアの展示会で中国
を中心にアジア、ヨーロッパ、北アメリカ、アフリカなど世界各国の大勢の来場者が訪れまし
た。
　堀田（上海）貿易有限公司は、幅広い客層の来場者に対する同社製品の周知を目的に、日本
の技術により開発された付加価値の高い素材をキーワードに日本のファイバーメーカー、紡績
メーカーとコラボレーションし機能性素材を中心に展示しました。同社のブースには、3日間
で125社が訪れ、多くの方に同社製品の魅力を伝えることが出来ました。



●会社概要（平成29年3月31日現在）

会 社 名 堀田丸正株式会社

本 社 所 在 地 東京都中央区日本橋室町4丁目1番11号
℡03-3548-8121（代表）

設 立 1933年2月（創業1861年）

上 場 1974年4月
（東京証券取引所　証券コード：8105）

代 表 者 代表取締役会長　山野 義友
代表取締役社長　井澤 一守

事 業 内 容 和装品、宝飾品、和装小物等の卸売販売、
婦人洋品等の製造・卸売販売、寝装品等の
卸売販売及び意匠撚糸の製造・卸売販売、
横ニットの企画・卸売販売

従 業 員 数 連結　166名（他販売員等　133名）2017年
3月末日現在
単体　 64名（出向社員等　189名）

資 本 金 1,975百万円（2017年3月末日現在）

決 算 期 3月31日

売 上 高 2017年3月期　連結7,488百万円（決算短信
発表数値） ●株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催いたします。

基 準 日 毎年次のとおりといたします。
　定時株主総会　3月31日
　期 末 配 当 金　3月31日
　‌�そのほか必要があるときは、あらかじめ公

告して定めた日

公 告 方 法 電子公告により、当社のホームページに掲載
いたします。
公告掲載アドレス
http://www.pearly-marusho.co.jp/
ただし、電子公告による公告ができない場合
は、日本経済新聞に掲載して行います。

株 主 名 簿 管 理 人
及 び 特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵 便 物 送 付 先） 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
（〒168－0063）
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電  話  照  会  先） 0120-782-031

●株式の状況（平成29年3月31日現在）

発 行 可 能 株 式 数 60,000千株

発 行 済 株 式 の 総 数 24,640千株
（自己株式3,395千株含む）

株 主 数 3,928名

●役員一覧（平成29年6月28日）

代 表 取 締 役 社 長 大 西 雅 美

取 締 役 矢 部 和 秀

取 締 役 下 野 隆 充

取 締 役 井 上 徳 彦

社 外 取 締 役 小 島 　 茂

社 外 取 締 役 大 塚 一 暁

常 勤 監 査 役 丹 下 勝 視

社 外 監 査 役 水 野 孝 平

社 外 監 査 役 金 子 茂 男

●大株主（上位10名）の状況（平成29年3月31日現在）

株　主　名 持株数（千株） 持株比率（％）

株式会社ヤマノホールディングス 11,114 45.10

堀 田 丸 正 株 式 会 社 3,395 13.78

株 式 会 社 ヤ マ ノ ネ ッ ト ワ ー ク 849 3.44

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 290 1.17

山 野  彰 英 263 1.06

江 藤  重 光 250 1.01

日 本 証 券 金 融 株 式 会 社 230 0.93

丸 正 会 124 0.50

飯 島  功 市 郎 77 0.31

松 井 証 券 株 式 会 社 76 0.31

（注）‌�山野彰英氏は平成28年8月25日に逝去されました。平成29年3月31日現
在相続手続き中のため、故人の名義で記載しております。 http://www.pearly-marusho.co.jp/インターネット
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